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深川市内小学校で稲刈り体験学習

JA管内３か所に
　　　　RTK-GPS基地局を設置

うりゅう米生産組合　
パックご飯を台風15号被災地へ

JA職員農作業実習報告
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　令和元年産米の収穫作業が終盤を迎える中、各地区では新米
販売イベントが開催された。
　新米を心待ちにした多くの来場者が販売開始前から列をつく
り、生産者やJA役職員が試食をすすめながら販売した。新米すく
いどりや米の重量当てゲームなど米にちなんだ様々なアトラク
ションも企画され、旬の野菜詰め放題なども人気を集め、来場者
は獲れたての秋を存分に楽しんだ。

JAきたそらちでは、ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！ ぜひ、ご覧ください！

～目　次～

ホームページ Facebook

雨竜町　9 月 29 日　「秋の大収穫感謝祭・新米祭り 2019」

北竜町　10 月 6 日

「北竜ひまわりライス新米大感謝祭 2019」

深川市　10 月 19 日

「秋の味覚市＆こめッち新米フェスタ」



札 幌 駅 で
JAきたそらち産農産物をPR販売
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札 幌 駅 で
JAきたそらち産農産物をPR販売
　10月9日から29日の間、札幌駅構内北口にある北海道どさんこプラザ札幌店で開催された「空知フェア

2019」に当JA管内の深川市、雨竜町、北竜町が出店し、JAきたそらち産の新米や青果物、加工食品など

のPR販売を行った。同フェアの期間中は空知管内の各市町が日替わりで出店し、行政やJAの職員などが収

穫したばかりの農産物や加工食品などを対面販売するもので、毎年札幌市近郊などから多くの来場客が訪れ

ている。

　深川市の出店は10月11日に行われ、深川市職員

や深川市農村青年部協議会員、当JA職員が参加した。

　深川産新米（ふっくりんこ）をはじめ、りんごや胡

瓜などの青果物、米粉ケーキやふかがわ大福（そば大

福、黒千石大福）、深川そばめし弁当などを販売した。

　今年は精米機を会場に設置し、その場で精米を行っ

たこともあり、当日の午前中には新米が完売するなど

大盛況だった。　　

【営農企画課　丸岡】

深川市 10月11日（金）

　北竜町の出店は10月12日と13日の2日間行われ、

北竜ひまわりライス生産組合や黒千石事業協同組合の

組合員、北竜振興公社職員、当JA職員が参加した。

　北竜ひまわりライスの新米（うるち米：ななつぼし・

おぼろづき・ゆめぴりか・きたくりん、もち米：風の子）

をはじめ、北竜ひまわりライスパックご飯、黒千石大

豆関連商品、燦燦ひまわり油、田からもちおかき、北

竜そば（乾麺）などを販売した。

　特別企画として「北竜ひまわりライス（きたくりん）の

すくい取り」を行い、長蛇の列が出来るほど好評だった。

【北竜支所　渡辺】

北竜町 10月12日（土）～13日（日）

　雨竜町の出店は10月18日と19日の2日間行われ、

雨竜町職員や雨竜町振興公社職員、当JA職員が参加

した。

　うりゅう米の新米（ななつぼし・ゆめぴりか）をは

じめ、うりゅう米ななつぼしパックご飯、うりゅう米

手焼きせんべい、竜のひまつぶし（きな粉ねじり）な

どを販売した。

　特別企画として行った「うりゅう米（ななつぼし）

のすくい取り」は長蛇の列が出来るほど人気だった。

　【雨竜支所　高木】

雨竜町 10月18日（金）～19（土）
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　9月30日、深川市の山下貴史市長は、米の集荷作業が続く市内5カ所の米集出荷施設を視察した。穀類

乾燥調製貯蔵施設「深川マイナリー」では、深川支所の篠永雄一支所長が令和元年産米の概況や集荷作業の

進捗状況などを説明。山下市長は、各検査場でこの日集荷した令和元年産米の検査データなどを確認し、出

荷した組合員には「今年も美味しいお米を作ってくださりありがとうございます」などと声をかけた。

　視察の最後に行われた新米試食会では、「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」「ななつぼし」の３品種の新米を食

べ比べ、風味や食感を味わい今年の出来栄えを確認した。

　10月2日、札幌駅前通地下歩行空間にて北海道発掘マガジン「JP01」と連動したイベント「秋のJP01

まつりinチ・カ・ホ」が開催され、当JAが出店した。同イベントは、札幌市の総合商研(株)が同誌最新号

の発行にあわせて開催したPRイベントで、会場では全道各地の市町村などが観光PRをはじめ、米や野菜、

加工品などの特産品の販売を行った。

　当JAのブースでは、当日会場で精米したてのお米の5合枡すくい取り販売を行い、この日合計167回の

すくい取りで約210㎏を売り上げた。また、管内各産地の精米商品の販売やJP01秋号で紹介された幌加

内そばの販売も行い、どれも好調な売れ行きだった。すくい取りに参加した来場者は「きたそらちのお米は

美味しいと良く聞く。食べるのが楽しみ」と話す。

【米穀課　吉田】

山下深川市長山下深川市長 市内米検査場を巡回視察市内米検査場を巡回視察

「秋のJP01まつり inチ・カ・ホ」で
精米したての元年産新米すくいどり
「秋のJP01まつり inチ・カ・ホ」で
精米したての元年産新米すくいどり

販売部販売部
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　深川市内の各小学校で9月17日から稲刈り体験が行われた。今年5月に行った田植え体験で豊かに

稔った稲を鎌による手刈りで行い、児童たちは受入農家や青年部員から丁寧な指導を受け刈り取った。

春から米作りの過程を学んできた児童たちは、「お米を作るのは大変」と作業を楽しみながらも食べ物を

栽培する苦労を学んだ。

【営農企画課　石野】

　10月5日、6日の2日間、深川市道の駅ライ

スランドふかがわで「稔りの秋大収穫祭」が開催

され、深川産の新米が特価で販売されることもあ

り、会場は賑わいを見せた。

　農産物直売所eciRでは、新米の特価販売に加

え旬の野菜や穫れたての果物が店頭に並び、馬鈴

薯の詰め放題も好評だった。eciR内テイクアウ

トコーナー「TEMARI」では、深川産のかぼちゃ

を使った「南瓜スープ」を販売し、注目を集めた。

　また当JAが提供した深川産新米「ななつぼし」

を使用した「新米カレーライス」が各日300食

限定で販売され、こちらも長蛇の列が出来るほど

人気だった。

9月24日深川小学校（農業センター）

9月25日北新小学校（松本孝一氏宅）9月17日一已小学校（農業センター）

9月27日音江小学校（澁谷英夫氏宅） 9月27日多度志小学校（竹内誠氏宅）

青果部青果部

深川市内小学校で稲刈り体験学習 農業
振興部
農業
振興部

（4）



JAきたそらち女性部

福祉施設へ
タオルを
贈呈

福祉施設へ
タオルを
贈呈

農　業
振興部
農　業
振興部

　当JA女性部（本橋和枝部長、部員504名）では、自宅にあ

るタオルを１人一本持ち寄り、各地域の福祉施設へ贈る「部員タ

オル１本運動」を行った。中には一本以上持ってきた部員もおり、

今年はタオル710本が集まった。

　毎年行っているこの運動は、近年施設でタオルが不足している

事もあり、施設関係者の方々に大変喜ばれている。

集められたタオルは施設清掃のほか、施設の利用

者が簡単なストレッチを行ったり、手縫いで雑巾

を作ったりと運動や入浴などにも活用される。

【営農企画課　墓田】

介護老人保健施設
エーデルワイス

永福園
デイサービスセンター

深川特別養護老人ホーム
清祥園

老人ホーム
こんにちわ
　金さん銀さん

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

特別養護老人ホーム
雨竜寿園

社会福祉法人
北竜町社会福祉協議会

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園

地域密着型特別養護老人ホーム
テルケア
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うりゅう米生産組合

パックご飯を台風15号被災地へパックご飯を台風15号被災地へ

JA管内3か所に
RTK-GPS基地局を設置

JA管内3か所に
RTK-GPS基地局を設置

　うりゅう米生産組合（遠藤清明組合長）は、台風15号の影響

で大型停電が長く続いた千葉県の被災者を支援しようと、うり

ゅう米を定期購入して頂いている顧客約10世帯に「うりゅう米

ななつぼしパックご飯」を20パックずつ発送した。

　パックご飯は湯せんが出来る商品で、停

電中もガスが使える世帯が多くある事を知

り、支援を発案した。受け取ったお客様か

らはお礼の手紙や感謝の電話が届いている。

【雨竜支所　高木】

　当JAは9月下旬、管内の3か所にRTK-GPSの基地局を設置し、10月中旬、基地局の導入に伴い農機メー

カー2社によるGPSガイダンスおよび自動操舵システムに関する実演会を開催した。

　当JAでは、『ホクレンRTKシステム』の利用により組合員の負担軽減を図ることを目的に基地局の設置

について検討を進め、7月上旬には組合員や同JA役職員を対象としたスマート農業及び基地局に関する説明

会を開催。このたび基地局を営農センター、北竜支所、幌加内支所の3か所に設置した。

　実演会では、10月12日に(株)北海道クボタが営農センターで、同15日にヤンマーアグリジャパン(株)が

北竜地区の組合員ほ場にて、それぞれGPSガイダンスや自動操舵システムを搭載した最新の自動運転トラク

ターの説明および試乗を行い、両日合わせて約50名の組合員と同JA役職員が参加した。実際に試乗した組

合員は「ハンドル操作がなく無人でも走行できるので作業効率が大幅に向上すると感じた。既存のトラクタ

ーに比べると高価であるため、将来的に実現可能と判断できれば導入を検討していきたい」と話す。

　【振興課　谷内】農業振興部振興課からのお知らせ
先行導入したRTK-GPS基地局につきまして、来

年4月の本格稼働に向けて農閑期に高精度の位置情

報を活用したスマート農業に特化した講習会、ホ

クレンRTKシステム加入に対する説明会を行い、

3月に登録を行えるよう取り進めます。詳細は

FAXで通知致しますので宜しくお願い致します。

雨竜支所

農　業
振興部
農　業
振興部
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金融共済部 貯金課からのお知らせ
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第１回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

深川支所 営農課　　中橋　芙弥子　（平成27年4月入組）
①深川支所一已地区　松田 直人　地区代表理事宅
③田植え作業

④私は非農家出身で、入組5年目で初めての農作業実習となりましたが、今まで営農課の業務で組
合員のお話で聞くだけであった農作業の一部を学ぶ機会をいただき非常に良い経験となりました。
　実際の作業では、私は腕力が弱くて20㎏肥料袋や、15枚以上の苗箱を移動させることには苦労
しました。また今回の反省点として、目の前の作業に一生懸命になりすぎて効率を考えて作業できなかっ
た点です。
　松田地区代表理事をはじめ様々な方とコミュニケー
ションをとる機会をいただき、非常に楽しく作業させてい
ただきました。今回だけに限らず様 な々方とコミュニケー
ションをとりながら作業を進めていくことが連携に繋がり、
スムーズになっていくのだと感じました。
　今回は通り雨に遭うことがありましたが、非常に天候
に恵まれた中で作業ができました。

②令和元年5月22日～5月28日

経済部 資材課　　畠山　倫太朗　（平成30年4月入組）
①深川支所一已地区　松田 直人　地区代表理事宅
③田植え作業、牛舎給餌・清掃作業

④田植え作業では、1日かけても植え終わらないほどの広いほ場があることに驚きました。また、
ほ場の形が長方形だけではなく色々な形のものがあり、形ごとにどういった剤型の薬剤が適して
いるのかなど、今までと違った視点で農薬について学ぶためのヒントを得ることが出来ました。
　畜産関係の作業では、普段牛に触れることがなく扱いに苦労しましたが、それでも動物は好き
なので非常に楽しく実習できました。
　最後に、実習先として自分を受け入れてくださった
松田地区代表理事とそのご家族に対して６日間の短
い期間でしたが、畜産と水稲の二つの形態の現場を
体験させていただいたこと、沢山のコミュニケーショ
ンを取っていただいたことなど、非常にありがたく感
じました。今後も宜しくお願いします。

②令和元年5月22日～5月28日

　当ＪＡでは、人材育成プログラムの一環として、入組2～5年目の若年職員を対象とした農作業実習を
実施いたしました。
　近年、農家子弟以外の新規採用職員も増え、農業に対する接点も乏しいことから、農業体験を増や
すこと、さらに組合員の想いを直接職員へ伝えていただくことを目的に、ＪＡ非常勤役員宅に実習をさせ
ていただきました。各実習生の感想と今後の抱負をご報告させていただきます。（農作業実習報告は第1
回～第5回に分け掲載いたします。）

（8）



　本年9月30日、本会は平成27年の農協法改正

に伴い法律上の位置付けを連合会に移行しました

が、名称は変更されず、事業としても会員の相談、

監査、意見の代表、総合調整が規定されているため、

今後も引き続き、中央会が果たすべき基本的な機能

であるJAグループの結集軸として、持続可能な北

海道農業の確立、農業者の営農と経営の安定、それ

を支えるJAをサポートして参りますので引き続き

ご支援、ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

　さて、昭和22年11月19日に農業協同組合法（農

協法）が公布され、今年で72年を迎えました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の

発達を通じ、「農業生産力の増進」と「農業者の経

済的社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に

寄与することを目的として、農協法が制定され、農

協が設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であ

り、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」

の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難

な状況を乗り越え、組合員の皆様の営農と生活の安

定並びにより良い地域社会の実現を目指し、今日に

至っております。

　総合事業を展開しながら安全・安心な農畜産物の

生産と、豊かな生活に役立つ購買品の供給、地域の

豊かな暮らしと経済活動のために寄与する信用事

業、総合的な暮らしの保障のための共済事業、健康

な日常生活を営むための医療・福祉事業のほか、環

境問題や子供の貧困問題などへの取組み等、地域社

会に貢献するための様々な社会的取組みも行なわれ

ております。

　また、昨年の北海道胆振東部地震のように大規模

災害が発生した際には、組合員・JA・連合会等の

間における農業機械・発電機等の融通や、被災地へ

の人的・物的支援、被災地農産物の選果受入、協同

組合間による募金活動など、組織内・外を問わない

助け合いの精神による支援活動・行動によって、被

災地域の復旧・復興支援に大きな役割を果たしてい

るところです。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　　飛　田　稔　章

　このように協同組合は社会と地域の人々の暮らし

のために、永年に亘って多くの分野でその役割を発

揮してきているのです。

　そのような中、「協同組合の思想と実践」がユネ

スコ無形文化遺産に登録され、更に昨年4月には、

我が国の農協、漁協、生協、労働金庫、森林組合等

の協同組合が、協同組合間の連携によって力を結集

し、地域課題の解決を目的として日本協同組合連携

機構（JCA）が発足したところです。

　昨年開催した第29回JA北海道大会では、前回

大会で設定した将来ビジョンである「北海道550

万人と共に創る『力強い農業』と『豊かな魅力ある

農村』の実現」を継承し、「農業所得の増大と、多

様な担い手の確保・育成」と「次代につなげる協同

組合の価値と実践」に向けて、JAグループが一体

となって取組むこととしております。

　JAに集う組合員、役職員の皆様は、競争ではな

く共生の社会を創り出す社会システムの一つとして

世界的に評価され、その価値と役割を高め始めてい

る協同組合の仲間であることを誇りとしながら、対

話運動の実践を通じて、信頼と絆を土台にした新た

な協同組合の価値創造と、食と農でつながるサポー

ター 550万人づくりによって、協同活動の輪を広

げて頂きたいと考えております。

このことが新自由主義経済への対立軸としての協同

組合の存在意義を高め、永年に亘り先人が築き上げ

た地域農業並びに地域社会の基盤をさらに発展さ

せ、持続可能な農業と地域社会へと繋がるものと確

信しております。

　最後になりますが、JAグループ北海道は、協同

組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後とも組

合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けら

れる環境を整えること、地域農業とJAの発展に全

力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公

布記念日にあたってのメッセージと致します。
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金融共済部 融資課からのお知らせ
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営業時間変更のお知らせ
【金融共済部】

11月からATMの稼働時間が下記の通りとなります。

【経済部 燃料課】 【営農センター】
11月からSSの営業時間が下記の通り
となります。

SS営業時間（11月～翌年3月）

8:00－19:00

8:00－18:00

セルフ

フ　ル

音　江
深　川
イチヤン
納　内
多度志
北　竜
幌加内

本 所
金融共済音江支所
金融共済深川支所
金融共済納内支所
金融共済多度志支所
金融共済雨竜支所
金融共済北竜支所
北 竜 町COCOWA
金融共済幌加内支所

11月から営農センターの営業時間が
下記の通りとなります。

営農センター営業時間（11月～翌年3月）

平　日

9:00～ 17:30 9:00～ 12:00 稼働しません

9:00～ 17:00 9:00～ 17:00
土曜日 日曜日・祝日

ATM稼働時間（11月～翌年３月）

9:00－17:00

農業振興部
販売部

経済部資材課・資材推進課
深川支所

※12月31日及び1月1日～ 3日はATMは稼働しません。各店舗（窓口）平日9:00～ 16:00
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◆牛肉のタリアータ　ナスのソテー添え

◎作り方

お料理コーナー

①牛肉に塩・コショウ各少々をふる。ニンニクは縦半分に切って芯を取る。

②ナスは皮を縞目にむいて乱切りにし、水にさらして水けを切る。バター大さじ2を熱したフライパ

ンで炒め、塩・コショウ各少々をふる。

③別のフライパンにニンニクを入れ、油をひかずに中火で熱し、①の牛肉を側面から焼きつける。表

面全体に焼き色がついたら弱火にし、好みのかげんに火を入れる。

④ニンニクを取り出す。③のフライパンの脂を拭き、赤ワインを入れて牛肉にからめる。火を止めて

牛肉を取り出し、まな板にのせてアルミホイルをかぶせ、2～３分やすませる。

⑤④を１㎝厚さのそぎ切りにし、②、クレソン適量と器に盛りつける。塩・コショウ各少々をふり、

粒マスタード適量を添え、オリーブオイル適量をかける。

『家の光』2018年11月号「家の光料理カード」から　調理：森野　熊八

◎材料（4人分）

牛もも肉（ステーキ用ブロック）　……　400 ～ 500ｇ

ナス　………………………　3 ～ 4本（300 ～ 400g）

ニンニク　…………………………　1かけ

赤ワイン　………………………　大さじ2 ～ 3

塩　コショウ　バター　クレソン　粒マスタード

オリーブオイル

ネ
ッ
ト・ゲ
ー
ム
依
存
症
へ
の
対
応

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田
　尚
　也

　
ネ
ッ
ト
の
個
人
使
用
率
は
、
総
務
省
の
通
信
利
用
動
向
調
査
に
よ
る
と
13
〜
49
歳

の
世
代
で
は
１
０
０
％
近
く
、
小
学
生
の
世
代
で
は
７
〜
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
は
小
学
生
で
２
〜
３
割
、
中
学
生
で
６
〜
７
割
、
高
校

生
で
９
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
条
件
の
一
つ
目
が
「
依
存
物
は
快
楽
を
も
た
ら
す
」

こ
と
で
す
。あ
る
物
質
を
使
用
す
る
、あ
る
い
は
そ
の
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
快

楽（
快
感
、ハ
イ
に
な
る
、楽
し
い
、ほ
っ
と
す
る
、刺
激
的
で
あ
る
、安
心
す
る
、な
ど
）

を
感
じ
る
も
の
」
は
依
存
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
そ
れ
を
使
用
す
る
、

あ
る
い
は
そ
の
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不
快
を
感
じ
る
も
の
」、
も
し
く
は
「
快

楽
も
不
快
も
感
じ
な
い
も
の
」
は
依
存
す
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
学
生
が
、
勉
強
を
す
る
こ
と
に
快
楽
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
の
で
勉
強
に
依
存
す

る
学
生
は
少
な
い
の
で
す
。し
か
し
多
く
の
子
供
達
に
と
っ
て
ス
マ
ホ
、ネ
ッ
ト
、ゲ
ー

ム
は
興
味
、
面
白
さ
、
楽
し
さ
と
い
っ
た
快
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
飽
き

が
こ
な
い
、
も
し
く
は
飽
き
に
く
い
と
い
う
依
存
物
の
条
件
を
満
た
し
ま
す
。

　
依
存
症
の
症
状
は
多
彩
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
遅
刻
、
欠
席
、
不
登
校
、
生
活
リ

ズ
ム
の
逆
転
、
親
子
関
係
の
悪
化
、
家
庭
内
の
引
き
こ
も
り
、
精
神
疾
患
、
発
達
障

害
を
引
き
起
こ
し
、
多
方
面
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
の
治
療
は
依
存
物
（
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
な
ど
）
を
絶
つ

こ
と
に
よ
っ
て
改
善
で
き
ま
す
。
依
存
者
が
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
依
存
物
を
絶

つ
と
、
当
初
は
離
脱
状
態
と
な
り
、
依
存
物
を
や
り
た
い
気
持
ち
と
欲
求
不
満
が
非

常
に
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
欲
求
不
満
は
イ
ラ
イ
ラ
、
う
つ
、
空
虚
感
な
ど
と
い
っ
た

形
で
現
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
概
ね
１
、
２
週
間
の
離
脱
期
を
過
ぎ
る
と
、

こ
の
欲
求
不
満
は
低
下
し
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
供
達
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
を
子
供
に
与
え
る
年
齢
を
少
し
で
も
遅
く
す
る

の
も
一
つ
の
手
段
で
す
。
ま
た
与
え
て
か
ら
は
使
用
時
間
や
使
用
方
法
な
ど
に
関
す

る
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
ル
ー
ル
は
本
人
と
話
し
合
っ

て
決
め
ま
す
。
就
寝
時
刻
と
起
床
時
刻
は
最
後
の
砦
で
あ
り
、
こ
こ
が
破
ら
れ
る
と

登
校
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
就
寝
時
刻
は
絶
対

に
守
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

転載不可
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　２０１８年９月６日に発生した北海道胆振東部地震から１年が経ち、その間、ＪＡグループ北海道に対して
全国の皆様より、多大なるご支援をいただきました。そのご支援に対するお礼として、９月６日の朝日新聞と
農業新聞に感謝広告並びに動画メッセージを掲載いたしました。私たちＪＡグループ北海道は今後とも、被災
された組合員・組合員家族を支援して参ります。皆様方からのご支援、本当にありがとうございました。

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　９月５、６日、東京都内で開催された商談会「インフォ
メーションバザール」に特別協力し、道内１４ＪＡとと
もに出展、道内の農畜産物や加工品を紹介しました。
　今年はＪＡ出展エリアの一角に「窓口」を設置しナ
ビゲーター役が各ＪＡのブースを案内したほか、バイ
ヤーズガイド「なまらうまい！
ＪＡ」を配布し、ＪＡや特
産品のＰＲに工夫を凝らし、
より多くの人に道産の魅力
を伝えました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済連北海道は、大規模な災害が起きた時の
備えとして、災害時に利用できる「非常用給水タン
ク10リットル」10万個を全道ＪＡに配布いたします。
　飲料水や生活用水等の確保に利用
することが可能で、９月上旬から配布
し、災害への備えの意識向上を呼び
かけます。
　ＪＡ共済連は、組合員・地域住民の
安全・安心に貢献できる活動にこれか
らも取り組んでいきます。

ホクレン
　ホクレンと北海道米販売拡大委員会は、８月25日
に開催された「北海道マラソン 2019」の前日と前々
日に、会場となる大通公園にて北海道産のもち米を
使った「赤飯おこわ」を無料配布しました。マラソン
では、グリコーゲンなどが豊富な食物により体内にエ
ネルギー源をため込むことが推奨されていることから、
例年に続きこの取り組みを実施。
特設会場で「エナジーブース」と
いう看板を掲げ、もち米が有効
であることをアピールしました。

ＪＡ北海道厚生連
　７月26日岡山県で開催された「第 60 回日本人間ドッ
ク学会」の中で、全国の４施設が人間ドック健診施設機
能評価優秀賞に選出され、その１施設として旭川厚生病院
が表彰されました。今般、平成 30 年度に人間ドック健診
施設機能評価を受審した施設を対象に選考が行われ、「健
診当日に健診結果を説明している」「専門スタッフが保健
指導を実施している」「精密検査や治療が必要な受診者に
対するフォローアップが適切である」
が評価され、人間ドック健診施設機
能評価優秀賞に選ばれました。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

十月俳句十月俳句十月俳句

９月号の正解は
「オツキミ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　上田　定夫　様
深 川 市　　太田　輝己　様
雨 竜 町　　田岡　絹子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5
6
7
8
10

12

15
17

19
21

22

23
24

そ のままの 状 態 を 保ちながら
取っておくこと
物が燃えつきた後に残る粉のよ
うなもの
学術研究の促進や学者同士の連
絡などを目的に組織された会合
空が澄みわたった秋のこと
食肉用にイノシシを改良した家畜
自分個人の用事、⇔公用
燃料用の木材、たきぎ
マグロや鶏肉とネギを串に刺す
焼き鳥の種類
無理に我慢して平気を装うこと、
「○○我慢」
秋の紅葉などを見るのに最も良い頃
団体などで大事な仕事やみんな
の世話を任せられた人
卒業した学校、出身校
現地や現場に行って実際の状況
を視ること
桜肉として食べられる奇蹄目の哺
乳類動物
ライオンの別称
野山に生える落葉樹、実がイガイ
ガのトゲで包まれている

1

4

5
7
9
11

13
14

16
18
20

22

23

25
26

小さい子どものために絵を主にし
て書かれた本
寿司の付け合わせの一種、生姜を
薄く切って甘酢付けにしたもの
生命を持っているもの、生き物
その年に収穫した米
値段が高いこと
新聞や雑誌の記事を集めたり、書
いたりする人
違った意見、異論
地球上の陸地以外の部分、地表の
約70％を占める
油の性質をもっていること
煮物やきんぴらに使われる根菜
岩より小さく、砂よりも大きい、鉱
物質のかたまり
は虫類や魚類などの体の表面を覆
う薄い小片状の組織
作品を新しく作り出すこと、またそ
の作品、⇔旧作
触るとかぶれることがある落葉樹
魚を釣ること

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切11月30日消印有効で当選者とクイズの答えは１月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
誕
生
日
合
わ
せ
て
ひ
ら
く
紅
芙
蓉
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
風
の
澄
み
夕
日
の
澄
み
や
す
す
き
原
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
秋
彼
岸
亡
夫
へ
の
紅
を
少
し
引
く
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
朝
採
り
や
葉
よ
り
零
る
る
玉
の
露
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
こ
お
ろ
ぎ
の
初
鳴
き
あ
り
ぬ
夕
べ
か
な
　
　
　
松
木
　
五
月

　
行
き
交
う
は
蜻
蛉
ば
か
り
の
休
耕
田
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
は
ん
ぶ
ん
こ
不
漁
高
値
の
秋
刀
魚
か
な
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
称
え
ら
れ
来
し
方
濃
く
す
敬
老
日
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
一
念
の
重
み
異
な
る
露
の
玉
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
諸
々
を
つ
ば
さ
に
秘
め
て
鳥
渡
る
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
毬
栗
の
ま
ま
熟
れ
落
ち
る
頑
固
者
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
川
底
の
石
に
顔
あ
る
秋
の
水
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
倒
れ
て
も
樹
相
み
だ
さ
ぬ
夏
の
杉
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

　
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
て
改
札
口
に
秋
　
　
　
　
　
杉
本
　
隆
文

　
仰
ぎ
見
る
初
冠
雪
の
旭
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
紀
子

●
土
筆
俳
句
会

　
走
り
根
を
風
抜
け
行
け
り
蟬
の
殻
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
名
月
や
の
ら
猫
の
影
く
っ
き
り
と
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
畑
の
物
野
の
物
持
ち
よ
り
敬
老
会
　
　
　
　
　
坂
本
　
朱
実

　
在
り
し
日
の
家
族
写
真
や
十
三
夜
　
　
　
　
　
引
地
紀
代
子

　
露
を
置
く
名
も
無
き
草
の
輝
け
り
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
秋
愁
ひ
大
往
生
と
言
ふ
言
葉
　
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
鈴
虫
の
如
虫
を
追
う
子
等
の
声
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
さ
や
け
し
や
職
得
た
知
ら
せ
太
き
文
字
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 3 4 4

5 6

7 8 10 9 10

12 11 12 13

14 15 16 17

18 18 19 20 21 22

22 23 23 24

25 26
D

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．上半期決算棚卸監査における意見書について
３．上半期決算定期監査報告について
４．組合員の加入脱退について
５．財務報告及び事業実績について
６．固定資産の取得・修繕について
７．内部統制及びリスク管理の取組状況について
８．職員の人事について
９．貸出金の貸付報告について
10．令和元年度 JA共済コンプライアンス点検

結果について
11． 令和元年度｢農地耕作条件改善事業｣のソフ

ト事業に係るＧＰＳ基地局設置の入札結果
について

12．  令和元年度｢強い農業づくり総合支援交付
金（地域担い手育成支援タイプ）｣の採択結
果について

13．令和元年度～　北農5連JA営農サポート
事業について

14．令和元年産 水稲の9/15現在における作柄
状況について

15．令和元年産 米集荷状況について
16．令和元年産 農産物集荷状況について
17．農業倉庫在庫状況、業者別取扱状況につ

いて
18．販売未収金について
19．畜産物の販売実績について
20． 青果・花き集荷販売実績について
21．令和2年度 温床資材価格の設定について
22． 春耕期における営農用軽油対策結果につ

いて
23． 経済部事業実績について

議案第１号　平成30年度行政庁業務報告書の
訂正について

議案第２号　理事に対する貸出承認について

第10回理事会〈令和元年10月8日開催〉

提
出
議
案

組合員の動き
（令和元年９月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,390
86

6,023
330
1,001

当月末
27
0
53
0
15

脱退
15
1
88
1
1

加入
1,402
85

5,988
329
1,015

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和元年９月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

55,932kWh 発電電力

○累計（H30.12～R1.９）

485,161kWh
14,469kWh

4,894kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

111,602kWh

32,839kWh

報

　告

　事

　項

※今月号の新風は休載致します。

（15）



（16）


